
� はじめに

四国遍路に関しては，これまで歴史学・宗教学・

社会学・民俗学・地理学・社会心理学・運動生理学

など，さまざまな視点から研究がなされてきた。中

でも「お接待」と呼ばれる，地域住民が巡礼者（遍

路）を歓待する習俗は，他地域の巡礼にはあまり見

られない特色ある民俗として関心を集め，その本質

的な意味に関する研究が主に歴史学・社会学・文化

人類学の観点から行われてきた（（新城，１９７９）（前

田，１９７２）（浅川，２００８）など）。

新城常三は「近代の四国遍路とお接待」（１９７９）

において，文献史料を基に，江戸時代のお接待の特

徴を，提供物品・無料宿泊所（遍路屋・遍路家）・

接待者の観点から分析している。前田卓は，『巡礼

の社会学』（１９７１）において，四国の人々のお接待

の動機や個人接待の特徴，接待品と納札について分

析を行い，さらにお接待の社会的拘束力，集団接待

である接待講，乞食遍路，病気遍路とお接待等につ

いて，歴史社会学的視点から検討している。

その他にもお接待に関する研究は多く，歴史的変

遷や現状を報告・考察したものがある（（愛媛県生

涯学習センター，２００２）（豊島，２０００）（藤沢，１９９７）

など）。浅川泰宏は文化人類学の立場からお接待を

四国四県の共通文化と位置づけ，お接待は四国遍路

の「日常的実践」となっていると論じている。

「お接待」は，四国遍路１４００kmの随所で接待者

（地域住民）が遍路者にさり気なく支援の手を差し

伸べ，励まし，元気を与え，遍路継続への力を与え

る必然性が高い巡礼者支援であり歴史が育んできた

文化である。

民族看護学の研究を進めたMadeleine M .Lein-

inger（２００６）は，人の行動は，それぞれ，その人

が持つ文化的なものによって成り立ち，その文化的

なものは人の心の健康にも影響を及ぼしていること

に着目した。そして，様々な文化の中にある特有な

「民間的ケア」は人々を癒したり助けたりする特別

な意味や効果を持ち，文化の中で人から人へと伝承
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され学習されていることを明らかにした。人々の文

化に合ったケアの提供こそ，看護の本質と考え，人々

に安寧をもたらしている「民間的ケア」について「ヒ

ューマンケアの慣習は人間の歴史が始まった時から

すべての文化に存在していた」と述べている。

１２００年の歴史を持つ四国遍路は，四国八十八か所

１４００kmの行程を歩く旅であり，遍路者は，予期で

きない自然や遍路ころがしと言われる難所，数十キ

ロにおよぶ単調な遍路道での孤独との戦いなど誰も

が肉体的にも精神的にも追いつめられ，自問自答を

繰り返す日々を経て結願に至る。

この遍路過程を支えるのが四国の人々による「お

接待」である。遍路者にとって，遍路中の「お接待」

は，心身共に癒され元気づけられ，遍路継続への勇

気と闘志を養う必然性が高いケアである。そこで，

遍路文化が育んだ「お接待」を Leiningerがのべる

「民間的ケア」と位置づけ，ケアの視点から分析す

る。

２ 調査目的

個人の遍路体験をつづった出版物（以下 遍路体

験記）の「お接待」に関する記述から，接待者と遍

路者の相互関係にケアの要素がどのように関連して

いるかを探る。

３ 方法及び内容

１）調査期間 ２０１０年５月～１１月

２）分析対象 ２０００年以降に出版された徒歩による

遍路記のうち，通し打ちで遍路した著書１１冊につい

て「接待状況」が記述されている場面を抽出し，そ

の内容分析を行った。

３）分析方法 テキストマイニングを用いて接待場

面の言語を分類し基礎的集計を行った。著者と接待

者，接待場面についてはクロス集計で χ２検定，統

計処理は SPSS１７forWindowsを用いた。著者の心理

的変化については，遍路者が自覚する「自己への思

い」を抽出し分析した。

４）内容（１）接待の状況 �接待者，�接待場所・

場面，�接待の内容，�接近者，�接待場面におけ

る気持ちの表現，（２）１１事例の記述内容を継時的に

比較しその変化をとらえた。

� 結 果

１ 「遍路体験記」の概要

著者１１名の概要を表１に示した。性別は，男性９

名，女性２名，年齢は１５歳から６２歳と幅があり，１０

代と２０代及び５０代は各１名，３０代３名，６０代５名で

あった。１番札所から８８番札所までの遍路日数は，３４

日１名，４２日～４８日５名，５１日～５７日５名であり，１

月半から２ヵ月間かけて徒歩遍路が行われていた。

遍路に出た理由は，「定年退職を機に，以前より

魅力を感じていた歩き遍路をしたい」「充実感を味

わいたい」「自分を取り戻したい」「精神的な不安を

振り払いたい」「妻の供養」「自分を変えたい」「漠

然とした期待感」「芸を磨きたい」など様々である

が，全員「四国遍路は自分に何かをもたらしてくれ

る」という期待感をもって歩き始めている。

１１冊の遍路体験記の「お接待」に関する記述は，４９３

場面である。一人の記述場面数は２１件から７２件と差

があった。記述状況を四県で区切ると徳島（発心の

道場）１６９件（３４．３％），高知県（修行の道場）１１５

件（２３．３％），愛媛県（菩提の道場）１２７件（２５．８％），

香川県（涅槃の道場）８２件（１６．６％）で遍路開始の

徳島県が最も多く，最終地の香川県が少ない。通過

札所別に記述数を比較すると２３番札所通過時の記述

数は５０件，３７番札所通過時は２８件，次いで６４番札所

１８件，他に多いのは１２番，２２番，３８番，６５番，８８番

札所であった。

２ 「お接待」の概要

１）接待者については５７８名の表記があった。最も

多いのは，「おばさん・大人の女性」１１６名，次いで，

「おじさんや男性」の１０６名，成人接待者の合計総

数は３４６名であった。「おばあさん・お婆ちゃん」は

８８名，「おじいさん・お爺ちゃん」が２５名，年寄２４

名で，高齢接待者の合計総数は１３７名であった。「子

ども」では小学生が多く登校・下校中のあいさつに

癒されていた（表２）。

２）「お接待」の内容は７０３件であった。飲食が最も
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多く２０４件（２９％），次いで「言葉・挨拶・応援」の

９３件（１３．２％），道案内７５件（１０％），お金の接待４９

件，宿の接待４０件の順であった（表３）。

３）「お接待」を受けた場所は，「路」１９４件（４１．２％）・

札所，境内，札所７１件（１５．２％），宿６９件（１４．７％），

店や直売所３４件，家・庭３１件の順であった（表４）。

表１ 事例の概要

表２ 接待者の構成
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４）接近の方向について，接待成立時の接近者をみ

た。「近づいてくる」の表現がない場面では，お接

待が何かの代価として生じた場合（例えば店・宿・

納経所における金銭の一部返却，三味線をひいたお

礼など）は，遍路者からの接近とした。接近者が判

断できる４８６件中，接待者からの接近は３４６件

（７１．２％），遍路者からの接近は１４０件（２８．８％）で

あった。遍路者別の比較では，優位差が認められた

（P＜０．０１）（表５）。

３ 事例にみる遍路者の心理的変化

遍路記の記述から心理的な変化が生じた記述を取

表３ 接待の種類

表５ 「お接待」時の接近者

表４ 接待の場所
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出し，その内容を比較した。高知県（修行の道場）

は１０名，香川県（涅槃の道場）における記述は１１名

全員が行っていた。６０歳以上の巡礼者５名は徳島県

での記述がなく，高知県に入った後に自分への関心

や思いを記述していた（表６）。

遍路者の心理変化「遍路の動機や理由，自分への

気づき，自己変化の自覚」について，遍路の経過に

そって２事例を示す。

１）事例１ １５歳の少年，中学校に入学後不登校と

なる。２００３年初めて四国に行き「お遍路」の存在

を知った。遍路への同行をきっかけに，相談学級

への通学を始める。２００４年の夏，四国八十八カ所

歩き遍路に挑戦，１４００キロの道のりをテント，寝

袋，ノートパソコン等を背負い，野宿を中心に歩

き通す（岡田，２００５）。

遍路の動機・理由

遍路を始めた理由については，「親父と歩いた１

ヵ月間は本当に充実していた。四国から東京に帰る

途中自然と，いつか一人で歩いてみたいと思った。

．．．中略．．．お遍路をしていると皆が口をそろえて聞

いてくることがある。『どうして歩き遍路を始めた

の』自分でも理由がわからないのに，それを言葉に

して伝えるなんてとうてい無理な話だ。」と述べ，

四国遍路に魅力を感じているが，その理由は自分で

も不明瞭なまま遍路を始めている。

気持ちの変化

（徳島県）少年は，１２番所に向かう道で，飲み物

を持たずに歩く男性に出会い「このままではおじさ

んの命に係わる」と感じて自分のお茶を手渡した。

その時の様子を「『ありがとう』おじさんの一言に

ハットさせられた。今まで人からもらいっぱなしだ

った。初めて人に物をあげた。困っている人を助け

た。この人として当り前の行為が東京にいた時の自

分はできなかった。」と表現し，感じたことを行動

に移せた自分の変化に気づいている。

２０番札所では「台風が近づいて危ないから泊まっ

てください」と声をかけられ２泊３日の，お接待を

受けた。宿を提供してくれた女性から「よかったら，

私の分も一緒に回ってくれないかしら？」と言われ

る。．．．中略．．．今まで巡礼する意味を明確に見出せ

ないまま，歩いていたのだが，この約束で大きな意

味ができた。自分を助けてくれた人の気持ちも一緒

に連れて巡礼をする。．．．中略．．．僕は一人ではな

い。たとえ一人で歩いていてもそこには服部さんや

皆の思いが一緒にいるのだ。最後まで歩こうという

気持ちが，この日強く大きくなった。そして，今初

めて気づいた。今までお接待は人助けだと思って受

けていたのだが，そうではなくて，お接待を通して，

みな僕たちお遍路さんを応援してくれているんじゃ

ないだろうか，と」少年は，お世話になった人の為

に歩くという，目的を得て歩く意欲を持つようにな

る。また，「お接待」を受けてあげる意識から，応

援してもらっている意識に変換できている。

（高知県）２４番札所から２７番札所まで同行した写

真学校の学生遍路，ニックネーム小鉄との別れの場

面では「あと数時間でお別れだというのに不思議と

寂しさはなかった。なぜだろう。自分でもわからな

いけど，たぶん巡礼を始めたことで，僕も少し大人

表６ 巡礼者の気持ちの変化が記述されている通過札所

四国遍路「お接待」に潜むケアの要素――遍路体験記の分析から――

―９５―



になったのだと思う。．．．中略．．．小鉄と過ごす残り

の時間，盗めるだけ写真の技を盗んでやるぞ，とい

う心構えでいることにした。」ここでは，現実を受

け入れられるようになった自己の成長にも気づき，

事象を前向きにとらえる方法を見つけている。

巡礼３０日目，歩こうという気持ちすら沸いてこな

い。中だるみのことを教えてくれた老人の言葉を思

い出す。「解決法はただ一つ『自分をあまやかすこ

と』だそうだ。『毎日自分の体に鞭打って歩いてい

るのだから，たまには自分を甘やかしてあげないと

体がもたないぞ』ある物事が今の自分にダブって見

えた。僕の不登校，あれは，小学校から中学校まで

６年ちょっとの間頑張っていた僕への無意識の甘や

かしだったのかもしれない。．．．中略．．．現実はお遍

路優先，今やらないと意味がないのだ。．．．中略．．．

よし，気合が入ってきたぞ！」少年は，自分の状況

を中だるみと判断して，脱皮する方法を確認，また，

不登校であった過去の自分を客観視することがで

き，今は遍路を続けることが自分には必要と自ら決

定している。

（香川県）「憂鬱だ，７８番札所郷照寺のベンチに

腰かけて休んでいると，フツフツとこの感情が湧き

上がってきた。７８番を打ち終えて残りは１０番，この

５３日間，いろいろなことがあった。東京の生活では

体験できないことばかり，野宿をしたり，山で遭難

したり，数えきれないくらい貴重な体験をしてきた

．．．中略．．．一人の人間として，劣等感を持たずに大

人と接することができるようになった。．．．中略．．．

自分で判断して行動することができるようになっ

た。」ここでは，遍路の過程を振り返り自分の成長

を実感し，憂鬱の原因を探っている。

しかし，結願の日を迎え，迷いが生じ，悩んだあ

げく先に進むことをやめ「お遍路交流サロン」に行

く。 そこで，記名ノートに，遍路過程で出会った

人々の名を見つけた。結願して四国遍路の旅に区切

をつけようと心を決め，女体山を登りきる。そこは，

息をのむ絶景である。「この景色を見ていて朝から

考えていたことの結論が出た。答えはまだ出さなく

てもいい。時間をかけてゆっくり探せばいい。そし

て『願いがかなうか』なんて僕は根本的な考え方を

間違えていた。神頼みだけで願いがかなうほど世界

は甘くない。願いをかなえるためには，行動が大切

なのだ。．．．中略．．．四国八十八ヵ所は力をため込み

夢に向かって突き進むための『修行の場所』なの

だ。」と結論を出し，他人のためにと思っていた四

国遍路が自分の未来に続く体験と意味づけられるよ

うになる。

２）事例２ ３８歳男性，フリー写真家。精神的な不

安を振りはらう為，テントとカメラをかついで，４８

日間の四国遍路に出て，四国八十八ヵ所の魅力を

カメラに納め，四国霊場徒歩遍路として発表する

（小野，２００２）。

遍路の動機・理由

人を信じることを放棄してかろうじて残されてい

る仕事で食いつなぎ，夢見ることもない「生きた屍」

のような暮らし，そんな日常生活に限界を感じ始め

た頃，四国遍路に興味を持つ。「四国遍路一人歩き

同行二人」を購入しバーチャル徒歩遍路を体験，１

ヵ月半写真にほうける生活を楽しみに遍路にでる。

気持ちの変化

（徳島県）寺での「お通夜」，「遍路ころがし」な

ど初めての経験を繰り返し，足の痛みと闘いながら

遍路を続ける。２１番所から２２番所に向かう途中で

は，道路わきの「廃宿」で野宿をする。「初めて，

なんで，こんなにシンドイ旅を選んだのだろう」と

いう後悔が頭をよぎる。

（高知県）２４番札所に向かうバス停で野宿「道路

に縞模様を作りながら叩きつける土砂降りの雨を見

ながら一瞬『馬鹿な旅をしている』そんな思いが心

をよぎる。準備と帰ってからの整理を含めると３ヵ

月は仕事から遠ざかることになる遍路旅。ご多分に

漏れず出版界も不況で，東京に帰ったらかろうじて

つながっている今の仕事も別の誰かがこなしていな

いとも限らない。時間を使い，お金を使い，揚げ句

には仕事も失う。そこまでしていったい何がつかめ

るというんだ。言い知れぬ不安が僕をおそった。」

著者は，四国遍路を決意し歩き始めたものの，予想

を超える身体的苦痛，将来の見通しもない不安感に

自問自答を繰り返している。

３７番札所から３８番札所に向かう途中，大岐海岸の
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表７ 接待理由記述対象者の構成

表８ 接待の理由

景色の素晴らしさに魅せられて，早起きをして朝日

を浴びながら砂浜に向かう。「急ぐ必要もないのに

足が勝手に動いている。焦っているのではなくはし

ゃいでいるのだ。．．．中略．．．『僕は元気です』そん

な幸福感に満たされていた。」また，長い遍路道を

振り返り，「３７番札所・岩本寺から３８番札所・金剛

寺までの９０キロの行程もいよいよ終ろうとしてい

る。２３番札所・薬王寺から室戸岬を経由して２４番札

所・最御崎寺を目指す８０キロの行程も確かに苦しか

った。その時は不貞腐れながら歩くこともしばしば

だった。今回の行程は何かが違っていた。足の痛み

が軽くなったからか？それとも太平洋沿いの美しい

景色が心の支えになったからか？いや，もっと内面

的な何かがかわりはじめたのかもしれない。」この

頃には，前向きに遍路の旅を続けられるようにな

り，自分の気持に変化が起きていることに気づき始

めている。

（愛媛県）４６番札所浄瑠璃寺でお通夜をお願いす

る。「生きている環境も世代も異なる３人がシュラ

フの中で思い思いに凍えている。それがまたうれし

い。」「僕は，今，四国遍路を歩いている。他人によ

って不愉快に曲げられた人生だが，今度は自分の判

断でより大きく曲げる人生を選び，小声ながらそれ

を楽しんでいる。失ったものにすがるのではない。

もっと大切で大きな何かが凍りついた心を溶かし始

めている。」人間不信に陥り，他人と距離をとって

きた著者が，野宿を共にする他の巡礼者と交流でき

るようになり，プラス思考へと変化し始めた。

（香川県）８５番所の境内で，「歩き始めは病気を

治してくださいという『お願いの旅』でした。今は

．．．中略．．．『感謝の旅に』なりました。」と屈託のな

い笑顔で話す女性遍路と出会う。「問題の具体的な

解決を期待する人には，遍路は迷信にすぎないが気

持ちの変化に気づいた人は，毎日に希望が持てる

し，その希望は少しずつではあるが現実を変え，問

題を解決していくのではないだろうか。僕自身も何

かが変わった実感はある。」

結願し１番札所に向かう途中，「やっと今頃にな

って胸が熱くなってきた。柔らかな春の光の中で『草

や木や鳥や風や雲にすらも僕は生かされている。』

一瞬涙腺が緩む。深呼吸しながら細胞一つ一つに今

の心のざわめきを刻み込むとしよう。」生きた屍の

ような暮らしに限界を感じて，四国遍路に出た著者

は，「失ったものにすがるのではなく，もっと大切

なものがある。自分自身は生かされているのだ」と

気持ちを変化させることができた。かけがえのない

体験を実現させてくれた札所や沿道の四国の人々へ

の感謝のことばを，エピローグで述べている。

４ 接待者の状況

接待者の「お接待に対する反応や理由」を記述し

た場面数は，５９件であった。その内訳は，高齢者３５

件，成人２３件，子ども１件であり，その内容は５項

目に分けられた。「大師信仰」３０件（４６．８％），「応

援・支援」１１件（１８．６％），「話し相手」８件（１３．６％），

「共有共感」６件，「接待のお返し」４件であり，

高齢者は多い順に「大師信仰」「話し相手」「応援・

支援」であり，成人は「大師信仰」「応援・支援」「共

感・共有」の順であった（表７，表８）

具体的な内容としては，（１）大師信仰「お遍路さ

んを家に泊めていると私も歩いてみたくなるのよ

ね。私もお父さんも足を悪くしちゃってね。もう歩

いて四国を回ることはできそうにないのよね，よか

ったら私の分も一緒に回ってくれないかしら」「お

遍路さんを乗せると一緒に八十八ヵ所を回っている
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気分がするんだよ」「お大師さんに助けられた」な

ど。（２）応援・支援「熱射病にならないかと思って」

「ホームページを楽しく見ている」「外は危ないか

ら宿に泊まりなさい」「若いうちにやろうと思った

ことは何でもやっておきなさい」など。（３）話し相

手「『いやうちの婆さんは７年前に亡くなったんや』

その言葉を皮切りに老人は関を切ったようにしゃべ

りだした」『お遍路さん急ぎのところ年寄りの愚痴

を聞かせ，えらい足止めをしてすまなんだ』と頭を

下げた。おばあちゃんもお遍路ならば世間体を気に

せず，日頃の鬱憤をぶち撒けたかったのであろうと

しばし話のお付き合いをした」など。（４）共感・共

有「両親もお遍路を経験しているし，自分も車で２

度まわった」「旅の途中で何度も思ったけど，１人

じゃないんだよね。お大師さんが必ず一緒にいるん

だよね」「私も通しじゃーないがけど歩いたことが

あるがき，歩きお遍路さんの大変さはようわかるが

で」など。（５）接待返し「私の弟が６０歳でいるんだ

けど今歩き遍路をしているの，見ていると他人ごと

とは思えなくて」「お孫さんにして頂いた身も知ら

ぬ方からのお接待のお礼を誰かに返したい」「子ど

もさんが遍路でいろいろお世話になったお礼で始め

た」などであった。

� 考 察

１ 一般的ケアの概念

ケアは看護や介護の分野で業務上の用語として使

用する言葉であるが，一般社会においてもスキンケ

ア，ヘッドケアなど生活に密着して使用される言葉

である。ケアの一般解釈として辞典をみると，『ジー

ニアス英和辞典』（大修館書店，２００６年第４版）に

は，「名詞 �世話，介護，保護，管理監督，�細

心の注意，用心，�心配，気苦労，気がかり，不安，

懸念」とあり，『広辞苑』（岩波書店，２００８年第６版）

には，「�介護，世話，�手入れ」と記載されてい

る。

つまり，日常的使用としては，細心の注意をはら

って，保護したり，気にかけたり，心配することで

あれば，対象・場面，場所の限定をすることなく広

く「ケア」と表現できる。

一方，ケアの研究者に影響を与えたMayeroff

（１９７１）は，「一人の人格をケアすることは，最も

深い意味でその人が成長すること，自己実現するこ

とをたすける，また，ある人が成長するのを援助す

ることは，少なくともその人が何かあるもの，また

は，彼以外の誰かをケアできるように援助すること

にほかならない。．．．中略．．．その人が自分自身をケ

アすることになるように援助すること」と述べてい

る。つまり，ケアとは，相手の人格をケアする行為

図１ 図２
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で，相手が自分自身を，ケアできるように支援する

ことであり，その人の成長を促し，自己実現を助け

る行為としている。

.Leininger（２００６）は，「ケアとは，人間の条件も

しくは生活様式を改善したり，高めようとする明確

なニード，あるいは予測されるニードを持つ個人に

対して行われる援助的行動，支持的行動，あるいは

能力を与えるような行動にかかわる抽象的・具体的

現象を意味する」と述べているが，遍路者は心身共

に限界を感じ，自分と闘いのさなかに「お接待」に

助けられ元気をもらい，１日１日を積み重ねて前に

進んでいく。また，「お接待」は信仰心を根底にし

て，長い歴史の中で，四国の人々の日常生活の中に

組み込まれ，行為に対する気負いもなく，自然な支

援活動として受け継がれている。

２ 「お接待」に見るケアの特徴

１ ケアの成立過程の特徴

ケアの成立には，ケアの対象を認識し，情報をと

り，相手が求めているニードについてアセスメント

することが必要である。そして，求めに応じた行為

が検討され実践される。

接近の方向が判断できる「お接待」場面４８６件に

おける接近者の割合は，接待者からの接近が３４６件

（７１．２％），遍路者からの接近は１４０件（２８．８％）で

あった。四国遍路は地域文化として生活の中に根付

いているため，四国の人々には，白装束に身を包む

遍路者は弘法大師の分身として，幼少期から身近な

存在である。誰もが，自然に，世代を超えて，支援

の対象として認識している。

接待者は，遍路者を見つけると，その様子に気を

配り，迷わず札所にたどり着くように見守り，援助

の必要性を察知して「『そっちやない。手前から登

るんや』と家の前から教えてくれる」「分岐点で迷

っていると『右だよ』とおばあちゃんが教えてくれ

た」等とさりげなく道案内が行われる。また，「ト

ラックに乗ったおばさんが窓を開けて声をかけてき

た。」「『朝ご飯食べた～？』『これ食べてぇ～』とお

むすびを二つ，鞄から出してくれた。」「門前の店で

ポテトチップと河童えびせんを買って，わびしい昼

食にする。『これ』と店のおばさんが奥から出てき

て手招きをする。」「『たいしたものじゃないけど，

途中で食べて』とおむすび３つとミカンを渡され

た」等の記述からは，生活の場である道路や店の前

など日常的な生活感覚で構えることなく，遍路の健

康に配慮したお接待が行われている様子がうかがえ

る。

相手が何を求めているか注意深く観察し，思い図

って行動する。そこには，情報収集，アセスメント，

問題抽出，実践のケアのプロセスが成立している。

成長過程で日常的に遍路者に接しているため，抵抗

感がなく，遍路者の行動予測も自然に学習している

と言える。

宿の女将の心遣いにも，健康への気配りがある。

「お遍路さんが一番ありがたいのは，ゆっくりとし

たお風呂，ボリュームのある美味しい食事，そして

清潔な寝具，これを私の真情として，精一杯のこと

をさせてちょうだいておるがで」「若奥さんがお昼

のおにぎり２個とバナナ，みかんをくださった。こ

こから室戸岬までは，お店が１軒もないからとの心

遣いだ」など遍路者の心身を元気づけるお接待であ

る。

愛媛県生涯学習センター『遍路のこころ』による

と，宝暦１３年（１７６３）甲斐国（現山梨県）木喰上人

の『西国四国巡礼手引』に四か村で強飯のお接待を

受けたことが記されており，四国遍路における「お

接待」は時代を超えて伝承されている事が分かる。

現代の歩き遍路は，食いぶちを減らすための旅で

はない。四国遍路についての準備期間を設け情報を

集め，ある程度の経済的準備を整えて四国遍路にで

ている。しかし，八十八ヵ所巡りに要する費用は安

くはない。費用が掲載されている事例の場合，純粋

に遍路にかかる費用は，テント中心の歩き遍路で

２５４，０００円，全てを宿に泊まる場合，主に民宿で

３８９，０００円である。このほかに交通費，準備費用等

の１０～２０万円が加わるため，退職などで経済的にゆ

とりのある遍路者以外は，簡単な食事で済ますこと

が考えられる。

また，善根宿，宿泊券，個人宅など宿を提供し，

遍路者の安全を守り心と身体の疲労を癒している。
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食事と睡眠は，人間が生きていくために必要不可欠

の要素であるが，遍路者の反応にも「有難い，あり

がとう，感謝」の表現が１０８場面（全記述の３２％）

あった。結願時には全員が，「四国の人々に見守ら

れた」と実感していることからも，「お接待」の支

援すなわちケアの力は大きいと言える。

２ 「接待者」側から見る「お接待」というケア

「接待者」側に立って「お接待」をみる。「お接

待」場面に表記された接待者５７８名の構成は成人男

女３４６名（６０％），高齢者１３７名（２４％），次いで住職，

納経所の人３９名，子ども３４名であり，遍路記作成時

に心に残っているお接待の提供者は「おばさん・お

じさん，おばあちゃん・おじいちゃん」がその大半

を占めている。２００７年推計人口総務省統計による年

齢別構成比は１５～６４歳は徳島６１．８％，比率が低い高

知県は６０．２％，６５歳以上は徳島で２５．５％，高知県

２７．２％である。日常生活の一部として行われるお接

待は，出会う機会が多い成人期からの提供が最も多

く，その構成は人口比と類似していると言える。

接待者側に焦点をあてた状況把握として，遍路記

にある接待者の言葉の５９場面を抽出した。「お接待」

の理由は大師信仰３０名（５１％），応援・支援が１１名

（１９％），話し相手８名（１４％）であり，接待者自

身もお接待することに意味を見出している。Mayer-

offは「他の人々の役立つことによってその人は自

身の生の真の意味を生きているのである。この世界

の中で私たちが心を安んじていられるという意味に

おいて，この人は心を安んじて生きているのであ

る。それは，支配したり，説明したりしているから

ではなく，ケアし，かつケアされているからなので

ある」と述べているが，「お接待」における接待者

と遍路者の関係は，まさにMayeroffの「ケアの本

質」に即した状況といえる。

具体的には，「何の見返りも求めず親切で泊めて

くれる」「何の見返りも求めずスッと渡してスッと

消えていく」「若者の立ち去る姿愛おしく同向二人

の遍路道」「人から無条件の親切を受けるのは本当

に久しぶり」などがあげられるが，接待者は何の気

負いもなくお接待をおこない，遍路者は「無償の支

援」に感動し涙を流している。その感動は，遍路者

を勇気づけ，遍路継続への意識を高めている。その

ことが接待者の喜びとなり徳となる。

３ 遍路者の自己実現過程

遍路開始時の遍路者は，これから始まる未知の

１４００キロ徒歩遍路への不安，想像以上の肉体的試練

に負の心理状態にある。札所を重ねるごとに対処能

力もまし，お接待に助けられながら，自己の変化に

気づいていく。遍路者の気持ちの変化を「気づいた

レベルか，変化として認知しているか」で分けて比

較した。多くの遍路者が，客観的に自分を見詰め始

めるのは，２３番札所・薬王寺から室戸岬を経由して

２４番札所・最御崎寺を目指す８０キロの行程である。

その大変さを遍路者は次のように表現している。

「室戸市に入ったが人家等全くなし。時々行きか

うトラックや乗用車だけ，右手は山，左手は太平洋

で幾つも数え切れない岬を巡っても先が見えない。

全くの孤独の中では，路肩にアスファルトの隙間か

ら可憐に咲いているすみれの花，毎日耳にする鶯の

鳴き声は唯一沈んだ心をいやしてくれ，思わずすみ

れに『ありがとう』と言っている自分に苦笑する」

「いろいろな人に支えられて歩いている。一体何の

ために毎日疲れ果てるまで歩くのか。空海は何を伝

えたかったのか，その答えはあるのだろうか，正午

過ぎ発心の道場から修行の道場に入る。ここまでも

十分に苛酷できついものがあったが，さらなる試練

があるのだろうか。」など。遍路者は延々と続く変

化のない遍路路で，苦しみ，自問自答を繰り返し，

時に投げやりになりながら自分に問いかけている。

「お接待」記述場面で最も多いのが２３～２４番札所で

あり，お接待の有り難さを実感する行程でもある。

修行の道場は誰にも平等に辛く，自問自答の場で

あり，変化を意識する道程でもある。５２歳男性は３７

番札所経過時「生きるってどんな事，どう生きるの

が後悔しないやり方か」，３３歳男性は，「足を引きず

るほど険しいと言う事から足摺岬の名がついた。ま

さにその通り，ただ無心に歩き，足の猛烈な痛みに

耐えている」，３８歳男性，３９番札所を経過「失った

ものにすがるのではない。もっと大切で大きな何か

が凍りついた心を溶かし始めている」など，四国遍
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路が自己の内側に深くかかわり，巡礼者の成長を促

し，自立へと導いていく。結願時には全員が当初の

目的を達成し自分に素直になり，四国の人々に感謝

していく。

自己意識について，清水（２００２）は，人間の認知

過程における意識状態を「意識の階層構造」として

３つの階層に分けている。「第１は目覚めている状

態（覚醒）最も基礎的な生物学的である。第２は何

か特定の対象や出来事に気づいている状態（アウェ

アネス）である。第３は自分が意識していることに

気づいている状態（自己意識）であり，自分自身の

意識そのものを対象とする再帰的な（自己を取り込

んだ形の入れ子構造）自己意識が最も高次の認識で

ある。」としているが，遍路者は自己の限界に挑戦

する遍路の過程で自問自答を繰り返した結果，結願

時には，「生かされている自分」に気づき，自分を

取りまく総てに感謝できる状態にある。つまり，清

水の唱える自己意識の最高の状態に至ると考えられ

る。

� 結 論

四国遍路に伴う「お接待」を「民間的ケア」とと

らえ，その特徴を見た結果，次のことが分かった。

四国八十八ヵ所の歩き遍路における「お接待」は，

大師信仰の宗教的社会要因をベースとして成立して

いるが，遍路体験記の「お接待」場面には次に示す

「ケアの要素」が含まれていた。

１．接待者は，遍路者の行動を「注意深く観察し，

必要な配慮・支援」を行っている。

２．「お接待」は，遍路者に四国の人々に「見守

られ，助けられたという実感」を与えている。

３．「お接待」を通して「接待者自身」も思いを

はたしている。

４．「お接待」は遍路者が「自己の変化に気づき，

感謝に至る過程」を支援する。

５．５ おわりに

本稿では遍路文化が育んだ「お接待」を Leininger

がのべる「民間的ケア」と位置づけ，１１名の遍路記

の接待場面を抽出してケアの要素をみた。その結

果，「お接待」には，長い歴史の中で学習され伝承

された，巡礼者に対する注意深い観察と配慮が行わ

れていることが明らかになった。遍路者は無償のお

接待に励まされ，素直に感謝する心を呼び起こし，

遍路を途中で放棄せず，先に進める力を得て結願に

至っている。今回は，「お接待」文化の中にあるケ

アの要素を見たが，今後は，「民間的ケア」として

の構造化を試みる課題が残っている。

本論文は，徳島大学大学院総合科学教育部プロジェクト

研究�報告書「お接待の心―遍路体験記から―」を基本に

修正した。
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